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横浜港・川崎港カーボンニュートラルポート（CNP）形成推進会議（案）

○国土交通省では、全国のコンテナ・バルクターミナルのうち多様な産業が集積する6地域7港湾を対象として、
カーボンニュートラルポート（CNP）検討会を3回実施（1月～3月）し、令和3年4月2日に検討結果を公表。

○令和3年4月以降、脱炭素化の動きが官民において加速化。政府におけるCNPの動きは以下のとおり。
• 日米首脳共同声明（令和3年4月16日）において、日米両国がCNPについて協力することが明記。
• 令和3年6月18日「2050年カーボンニュートラルに伴うグリーン成長戦略」 が更に具体化され、2025年に

おいてCNP形成計画を策定した港湾が全国で20港以上となることを目指す旨記載。
• 国土交通省本省では、CNP の形成に向けた取組の加速化を図る各種方策について整理するため、

「カーボンニュートラルポートの形成に向けた検討会」（令和3年6月8日）を開催。

○ついては、横浜港・川崎港において、横浜港・川崎港及び全国的な取組状況の情報共有や、CNP形成に向け
た具体的な取組の検討を深化させることを目的とした、推進会議を立ち上げる。
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第1回：7月15日
• CNPの最近の動向について情報共有
• WGの設置
（各WGの検討事項等について）

第2回：9月頃
• 具体的な取組の検討の深化

第3回：1月頃
• 具体的な取組の整理

※第4回以降の開催は議論の進捗具合により決定。
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物流WG

• 陸電施設
• 脱炭素化に配慮した荷役機械
• LED・太陽光パネル
• 自立型水素等電源 等

燃料サプライチェーンWG

• 輸入・輸送拠点（岸壁・臨港道路含む）
• パイプライン
• 鉄道輸送
• 水素ステーション 等

新産業WG

• CN燃料*の利活用
• メタネーション
• バイオ燃料
• 洋上風力発電
• ブルーカーボン 等

各WGの検討テーマ（一例）

*水素・燃料アンモニア等脱炭素燃料

国内の2030年温室効果ガス46%減に貢献・2050年カーボンニュートラルポート形成
⇒港湾の国際競争力強化・新産業創出
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